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【研究目的】害虫駆除において、近年の消費者動向に応じ、化学薬品を原料とした殺虫剤ではなく、より安全な天
然素材や発酵食品を利用した生物農薬や誘引剤が注目されている。特に酢酸菌により生成される食酢は強いショウ
ジョウバエ誘引作用を有しているため、コバエ捕虫用の誘引剤として広く利用されている。これまでの研究で、食
酢生産酢酸菌 Komagataeibacter europaeus 培養液の濾液を用いて自然界の飛翔昆虫に対し誘引性を評価した際に、蚊
が主に捕捉された捕虫液は、pH 3.0 から pH 8.5 まで顕著に pH が上昇していた。また、本捕虫液から主に蚊に有効
な殺虫タンパク質を生成する Lysinibacillus sphaericus が分離•同定された。本研究では、食酢の pH の変化や L. 
sphaericus が及ぼす飛翔昆虫に対する誘引性への影響を評価した。 
【実験方法】玄米酢と単離した Lysinibacillus sphaericus KG005 を捕虫実験に供試した。NaOH とリン酸を用いて pH 
を調整したそれぞれの 200 mL 玄米酢 (pH 4.5, 5.5, 6.5, 7.5, 8.5)および pH 無調整の玄米酢 (pH 3.2)を、プラスチック
製の捕虫器に入れ、関西学院大学神戸三田キャンパスの屋外に 6 月 30 日~10 月 3 日の期間で 2 回に分けて 10 日間
程度設置した。培養液上清に誘引された飛翔昆虫を分類・同定し、それぞれの数を計測した。またショウジョウバ
エに対する pH 変化における誘引効果を検証するため、屋内小スケール捕虫実験を行った。先端を切除したチップ
と 1.5 mL チューブを組み合わせた捕虫器の中に、基準となる水及び pH をそれぞれ調整した玄米酢(10 倍希釈)を
125 µL ずつそれぞれ添加し、培養瓶に 2 つ設置し、飼育したショウジョウバエ約 20~30 匹を 15 分ごとに 90 分間捕
虫数を計測した。次に、pH の異なる玄米酢の揮発成分をガスクロマトグラフィー質量分析計(GC-MS)で解析した。
L. sphaericus KG005を LB 培地で培養し、培養上清を得た。pHを調整したそれぞれの培養上清(pH 5.0, 7.0)および pH
無調整の培養上清(pH 8.6)を屋内小スケール捕虫実験に供試した。 
【実験結果と考察】玄米酢は飛翔昆虫の誘引性において非常に有効である。玄米酢の pH を調整した捕虫液を 5 種
(pH 4.5, 5.5, 6.5, 7.5, 8.5)および pH 無調整の玄米酢(pH 3.2)を作製し、各 pH における捕虫液の飛翔昆虫の誘引効果
(捕捉昆虫の種類と数)を評価した。その結果、pH 5.5 および 6.5 に調整した玄米酢が、高い捕虫効果を有する事を見
出した。pH 無調整の玄米酢に比べて、pH 6.5 の玄米酢で飛翔昆虫の誘引性が 2~4 倍向上した。屋内小スケール捕
虫実験においても、pH 6.5 の玄米酢にショウジョウバエが有意に誘引されることが分かった。pH 3.2, 5.5, 6.5 の玄米
酢を GC-MS で解析したところ、玄米酢の主要成分である酢酸の揮発量が pH 3.0 と比べて pH 6.5 で顕著に減少して
いた。これらの結果は、pH を調整することにより揮発成分の組成が変化し、昆虫誘引の主要な物質と考えられてい
る酢酸で遮蔽されていた他の誘引性物質の存在を顕在化できるようになったと考えられた。また、pH 変化におけ
る未知の誘引性物質と誘引される飛翔昆虫の相関の分析が可能になるものと思われる。 
次に、L. sphaericus KG005 の培養液を用いた屋内小スケール捕虫実験の結果、pH 無調整の捕虫液では 10%の捕虫
率であったのに対して、pH 5.0 の捕虫液では、50%の捕虫率を示した。以上の結果を踏まえ、酢酸菌および L. 
sphaericus 培養液の pH 5.0~6.5 付近で揮発する成分が捕虫において非常に有効であることが考えられた。 
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